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高知市における

ヒメアマツバメの繁殖スケジュール

野村みよ子'・内村満紀２

はじめに

ヒメアマツバメApz4s〔城"fsは，北西アフリカ，サハラ以南のアフリカの多くの地域，

アジア南部で繁殖している(Crampl985)．日本では1967年に静岡市で繁殖が確認されて

(小原1968)以来，茨城県(山口1981)以南の太平洋岸に繁殖分布域が広がっている(浜

口1987)．高知県では，1967年に本報告の調査地である高知市役所本庁舎で巣への出入り

が観察され（吉永1969)，1978年に同所で繁殖が確認された（日本野鳥の会1980)．

インドに生息するヒメアマツバメは，Ａ､α,(Z伽isであり（日本鳥学会1974)，バロダ

における繁殖スケジュールの詳しい調査報告がある(NaikandRazackl967,Razackand

Naikl968)．一方日本に生息するヒメアマツバメは，Ａ､α,s"腕γαz/２４ｓとされている（日

本烏学会1974）が，これに関しては部分的な報告（相洋高等学校生物部1982，日本野

鳥の会静岡支部1983）しかない．そこで筆者らは，近年この鳥の繁殖分布域が広がって

いる要因を知るための第一段階として，高知市におけるヒメアマツバメの繁殖スケジュー

ルを調べた．

筆者らは，この調査においてマーキングや巣内点検などの直接的な観察方法をとらなか

った．巣外から観察できた範囲での親鳥や雛の姿や声，巣からの落下物（糞，卵，卵殻，

雛，古巣材）などによって，繁殖の各段階を推定した．こうした間接的な観察方法の意義

や限界についてもあわせて考察したい．

鯛査地および鯛査方法

１．調査地

調査地の高知市役所本庁舎は,土佐湾から約６ｋｍ内陸部の市街地にあり，400ｍ南には

鏡川が流れている．高知市は年間を通じて日照時間が長く，冬期の気温も高い（１月の月

平均最高気温11.7℃，同最低気温0.5℃)．全国でも有数の多雨地域である．以下この報告

で使用する気象データは，高知地方気象台調べによる．

調査地は５階建鉄筋コンクリート打放し建築物で，各階に庇が張り出している．ヒメア

マツバメが営巣した北面及び東面の正面には，巣への出入りに必要な空間がある．北面の

２～５階の庇下側に合計28巣，東面の２階の庇下側に24巣が架巣されている．巣にはヒメ

アマツバメの自作巣と，コシアカツバメの古巣があるが，現在はコシアカツバメの出入り

1987年９月21日受理

１．〒780高知市本町５－３－１２

２．〒783南国市大涌１７３０－１



3３

Iま全く見られない．幾つかの巣でスズメが出入りしている．この報告では東面の24巣を調

査対象とした．

２．調査期間と調査方法

調査期間は1985年２月12日～11月24日および1986年１月10日である．観察日数は242日

で，１日の観察時間は１～２時間（毎日正午から午後１時，その他に観察項目に応じて随

時早朝，昼間，夕方）である．記録事項はi時立，購入，昼間の巣への出入り，巣および営

巣地周辺における行動と鳴声，巣内の親鳥や雛の行動と鳴声，巣からの落下物（糞の数と

形状，卵，卵殻，雛，巣材）である．一部の巣については，落下雛と巣穴から同時に見え

た雛によって，１腹雛数に関する情報を得た．観察場所は巣の斜め下の前庭とベランダ上

(巣の下４ｍの位置）で，時には双眼鏡（８倍）を使用した．

２０nests

utilizedby

A.α脈"iｓ

４nestsnot

utilizedby

A.α〆刀fｓ

’

Table１．UtilizationofthenestsbyApzjs〔が"is．

Detailsofnestutilization ｎｅｓｔｎｏ．

breeding

occurred，

l7nests

ロ

lbrood/year，

３nests

２broods/year，

l0nests

３broods/year，

４筋ests

succeeded画， ３ｎｅｓｔｓ５，１１，２０

２broodssucceeded，６ｎｅｓｔｓ４，７，１４．
１６，１８，２１

lsucceeded，lfailed・３nestslb,６，１５

nomesucceeded， ｌｎｅｓｔｌ２

３broodssucceeded，２nestslO､１３

２succeeded，lfailed，lｎｅｓｔ２

lsucceeded,２failed，lｎｅｓｔ３
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Ｒ加”雌鈍焔utilizedbutdidmotbreed，

remainedempty，

destroyed，

lｎｅｓｔｌ７

lｎｅｓｔ２２

lｎｅｓｔｌ９

lｎｅｓｔ８

ｑＡｂｒｏｏｄｗａｓｓｃｏｒｅｄａｓ,qsucceeded，，ifatleastoneyounginthebroodwasconsideredtohaveleftthenest

successfuly・

ｂＯｆｔｈｅｔｗｏｂｒｏｏｄｓｆｒｏｍｍｅｓｔｎｏ､１，onesucceededbutsuccessoftheotherwasuncertain・
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結果および考察

１．繁殖期前

１）巣の利用，ｊ時

調査を開始した２月12日から３月21日においては，ｊ時立，ｉ時入時以外は巣への出入りは

ほとんど見られなかった．また悪天候日を除いては，昼間に巣内および営巣地上空で姿を

見かけることはほとんどなかった．

２）群飛行

３月22日から４月４日までの昼間，営巣地上空で30～40羽が密集して激しく鳴きながら

めまぐるしく旋回するのが見られた．同時に番いと思われる２羽での巣への出入り，巣の

入口に.羽毛を取り付ける行動が頻繁に見られた．同様の行動が３月''１句に静岡でも観察さ

れている（日本野鳥の会静岡支部1983)．

２．繁殖期

１）繁殖状況

調査対象巣24巣のうち，ヒメアマツバメが利用した巣は20巣であり(表１)，このうち１７

巣で繁殖した．残りの３巣では番いと思われる２羽が11月末まで､連続して巣へ出入りした

が，繁殖は観察されなかった．このうち２巣は繁殖期の途中から巣を造り始めたものであ

った．
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２）産卵期と抱卵期

抱卵日数が推定できた５腹（図ｌ）について，それぞれの抱卵日数とその推定理由を以

下に述べる．２Ｃ他は巣番号を示す．

２Ｃ：８月31日に前の繁殖の雛が全部死んだと推定され，９月１９日に僻化卵殻の落下(以

下卵殻）が確認された．これらのことから産卵は８月31日以後，抱卵期は８月31日以後９

月１９日までの19日間以内と推定された．この例および他の例での全雛の死亡は以下の基準

によって推定した．糞の数の増え方が育雛の同時期にある他の巣に比べて非常に少なく，

偶然落下した雛の成長の度合が明らかに悪いなどの前兆に続いて，糞の数が急激に減少し，

雛の声や姿，給餌のための親鳥の１分以内の巣への出入りが観察されなくなった場合であ

る．

１３Ｂ：６月29日に古糞の大きな塊が数個散乱していた．７月１日に94分間以上の滞巣が

記録され，以後正午からの観察時にほとんど毎回滞巣していた．７月１８日に卵殻が確認さ

れた．これらのことから産卵は６月29日以後，抱卵期は６月29日以後７月18日までの19日

間以内と推定された．この例および他の例で､，古巣材や古糞が多量に落下した時点では，

巣内に卵はないと仮定した．

１５Ｂ：９月１日～２日の間に前の繁殖の雛が巣立った．９月３日に２羽で巣の近くを旋

回した後，２羽が続いて入巣した．ピッピソピッビ､ソという鳴声が約４分間続き，鳴声が

止むと同時に２羽は飛び出した．９月25日に卵殻が確認された．これらのことから産卵は

９月３日以後，抱卵期は９月３日以後９月25日までの22日間以内と推定された．Ｌａｃｋ

(1956)はヨーロッパアマツバメApz4s”z鐙において，上記と同様の鳴声および次に述べる

16Ｂでの行動を，未だ抱卵に入いっていない求愛期のものとしている．

１６Ｂ：６月26日と29日に２羽の個体が巣内で体側を接触させて並び，相互の喉をすり合

わせたり，１羽が他の１羽の顔に噺をなすりつけているのが見られた．６月29日に古巣材

の塊が落下していた．７月24日に卵殻が確認された．これらのことから産卵は６月29日以

後，抱卵期は６月29日以後７月24日までの25日間以内と推定された．

１８Ｂ：７月１８日に古巣材の塊が落下していた．８月１２日に卵殻が確認された．これらのこ

とから産卵は７月１８日以後，抱卵期は７月18日以後８月１２日までの25日間以内と推定され

た．

以上を要約すると，２腹が抱卵日数１９日以内，ｌ腹が22日以内，２腹が25日以内であっ

た．この結果，営巣地全体での最初の産卵開始日は，最初の僻化日（５月８～13日「結果

および考察」３）を参照）より19～25日前の４月中旬であると推定された．

神奈川県でのＡ､α､s"”７℃zz血循の推定抱卵日数は21日（ｌ例）と報告されている（相洋

高等学校生物部1982)．またインドのＡ,α,(が〃isの抱卵日数は18～26日である(Razack

andNaikl968)．いずれも筆者らの結果とほぼ一致すると言えよう．

３）育雛期

騨化日と巣立日は次のような基準を設けて推定した．

①瞬化日

ａ，癖化卵殻を基準とする方法

巣の下の僻化卵殻を確認した日を，その繁殖の最初の僻化日とみなした．卵殻が確認さ

れた繁殖は20回であった(図１）．ただし糞の落下鼠の多い時期には，週に１度ほど巣の下



の清掃がなされていたため，実際の落下卵殻数はこれより多かったものと思われる．

b・落下糞数を基準とする方法

２４時間当たりの落下糞の数の変化を示したものが図２である．どの巣においても，親鳥

の巣への出入り回数が少なく，雛の声や姿が認められなかった期間には，糞の数が10個を

越すことはなかった．一方，卵殻落下後４～15日め以後および雛の声や姿が確認された期

間の糞の数は，１０～70個の間で山型を描いて変動した．

また，卵殻を確認できた繁殖のうち，雛が巣立ったと推定されるものについて，卵殻落

下後何日めに糞の数が10個を越したかを示したものが表２である．この日数は卵殻落下時

期が８月以前のものでは，９月以後のものに比べ平均的にいって短かかった．そのため８

月以前と９月以後に分けて，それぞれ所要日数の平均値を計算した．８月以前の８腹では

平均７日（6.9±2.6日)，９月以後の５腹では平均12日（12.4±1.9日）であった．このこ

とから，卵殻は確認できなかったが８月以前に育雛を開始したと推定される11腹について

は，糞の数が10個を越した日より７日前を，９月以後の同様の２腹については12日前を最

初の鮮化日と推定した(図１)．図１において，巣番号１０Ａと13Ａは糞の数のデータ不足か

ら推定僻化日に幅があった．また10Ｂは雛の落下によって，１４Ａは親鳥の糞運びによっ

て，それぞれ糞の数が10個を越す前に僻化が確認された．

②巣立日

育雛中のどの巣においても，ある日糞の数が急激に減少して０または２～３個となった
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Fig.２.Changesinno,offecaldroppings:Onlytwoexamples(nestnos,３ａｎｄ４)aregiven,but
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７

Table２.Interval(days)betweentheeggshellfallandthefirstappearance
ofarecordexceedinglOfecaldroppings/daya．
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aOnlythosebroodsthatgavesuccessfulfledglingsareincluded・Nestｎｏ､１１Awas
omittedbecauseoftheincompletefecalcountdataduringdays8throughl4after
theeggshellfell．
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ため(図２)，その前日を最後の雛の巣立日と推定した．ただし育雛の途中で全雛が死んだ

と推定される場合を除く．巣立に成功した27腹のすべてにおいて，推定巣立日を境として

雛の姿や声，親鳥の１分以内の巣への出入りが観察されなくなった．また３腹（13B，１６

Ａ，１８Ａ）において，推定巣立日の２日後に古巣材の塊の落下が見られた．

③育雛開始時期

図３は推定鮮化日（育雛開始日）の分布を示す．Ｉ期：５月８日（～１３日）～６月８日，

11期：７月18日～８月12日，111期：９月19日～10月４日の３期間中に，それぞれ11巣（全

繁殖巣の65％)，１３巣（同76％)，９巣（同53％）という過半数の巣で育雛が開始された．

Ａ,α,α茄宛歯では３つの産卵期があり，いずれの産卵期においても，その期間内に産卵が

開始されたものの80％以上が，１０～20日の間に集中している（NaikandRazackl967)．

鳥類の生殖腺の発育は日長の増大によって促進される（Rowanl925）が，さらにＮａｉｋら

(1867)は，このように短期間にほとんどの産卵がいっせいに開始されるのは，特定の気温

(34～36℃）が３回の産卵開始を引き起こす直接的な刺激となるためであると述べている．

高知市では３つの推定産卵開始期（推定育雛開始期の19～25日前；４月中旬，６月下旬，

８月下旬）の旬間平均最高気温（1985年）は，それぞれ21.0℃，26.8℃，31.8℃で，特定

の気温が３回の産卵開始を引き起こすという証拠はない．

各期の最初の育雛開始日と最後の育雛開始日の幅（レンヂ）は，１期では26～31日間，

11期では25日間，111期では１５日間であった．さらに，育雛開始日のばらつきをサンプル・

サイズに依存しない量である標準偏差で表わすと，Ｉ期は10.8日（１期のスタートを５月

８日として算出)，１１期は9.3日，ⅡI期は5.9日となった．即ち，育雛開始期がＩ→II→ⅡIと

進むほど，コロニーを形成している鳥達の間に，育雛開始の（多分産卵開始の）足並が揃

ってきたと言えるが，その原因はわからない．産卵以前の，前回の繁殖の足並が揃ってい
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たのではないかという可能性は，次の理由で否定される．１１期に育雛を開始した巣のなか

で，早い時期に全雛が死んだと推定された２巣（巣番号３，１２）は，すぐに次の産卵を開

始しないで､，他の巣に足並を合わせるかのように，間を置いて111期に入いってから次の育

雛を開始した．また１期と11期の中間に育雛を開始した２巣（14,21）は，１１期に育雛を

開始した他の巣より巣立の時期が半月礎早かつたが，やはり間を詮いて111期になってから

次の育雛を開始した．

育雛を最後に開始した巣の推定産卵開始日（10月４日の19～25日前）は，９月９～１５日

となる．９月中旬までは旬間平均最高気温が31℃以上あったが，それ以後急に下り始め，

９月下旬には27.9℃になった．このことから，Ⅲ期のレンヂが小さくなった一因としては，

気温の急な低下によってそれ以後産卵が開始されなかった可能性も考えられる．

④育雛日数

巣立に成功したと推定される27腹のうち，１，１１，１１１期に育雛を開始し順調にデータが

とれた22腹の推定育雛日数は36～51日（平均43日）であった（表３)．Ａ､α､szz城"“"鱈の

推定育雛日数として，神奈川県から40日（１例）という報告がある（相洋高等学校生物部

1982)．またＡ､α,〔Zﾉii7zjSの育雛日数は33～49日（71％が37～43日，１７％が44～49日，１２％

が33～36日）である（RazackandNaikl968)．いずれも筆者らの結果と近い数値と言え

よう．ただし筆者らの結果は，個麺の巣についての日数であり，個々の雛についての値で

はないという点で､注意が必要である．

平均43日という育雛日数は，営巣環境，採餌方法のよく似たツバメの20～24日，イワツ

バメの22～28日（清棲1978）と比べて非常に長い．多くの烏は巣立後もしばらくの間親

から給餌されるが，ヒメアマツバメはヨーロッパアマツバメ（Lackl956）と同じように，



(37）

Table３.Seasonalvariationinthenestlingperiods（ｉｎdays)．

４２

(43-44）

datesofhatchinga

Ｎｅｓｔ

ｎｏ．

4５

ⅢIＩ

36-39

49-51１
２
３
４
５
６
７
ｍ
ｎ
週
皿
恥
肥
加
皿

45-46ｗ
ｊ
ｊ
ｊ

Ｏ
２
１
７

側
仏
似
個

4９

4８

3９

4５

50-51

巣立後は完全に自力で採餌すると思われる．我々 は巣立後の雛が親から給餌されるのを見

たことはない．さらにＡ,α､〃”isの巣立雛は巣に戻らない（RazackandNaikl968)．

我々 の観察においても，雛が巣立った後３羽以上の個体が入巣したことはなかった．他の

鳥の巣立後の保護期間に相当する日数を，ヒメアマツバメの雛は巣内で過ごし，十分に成

長してから離巣するため育雛日数が長くなると考えられる．

表３の育雛日数を時期別に見ると，育雛開始時期がＩ期の８腹では37～45日（平均４０

日)，１１期の８腹では36～51日（平均44日)，111期の6腹では45～51日（平均47日）であっ

た．ｔ検定の結果では，Ｉ期と11期の間は５％で有意水準に近かった(t＝2.025,Ｐ＝0.060）

が，１１期と111期の間には有意差は認められなかった(t＝1.784,Ｐ＝0.097)．Ｉ期と111期の

間には顕著な有意差があった(t＝5.332,Ｐ＝0.00034)．また同一巣の前後の繁殖を比較す

ると，２回以上の巣立に成功した７巣のすべてにおいて，後の繁殖の方が育雛日数が長く，

前の繁殖との差は約７日（6.7±2.0日）であった．なお表３のほかに，Ｉ期と11期の中間

に前の繁殖の育雛を開始した巣が２巣あった．巣番号14の前の繁殖の育雛日数は44～45日

で，後の繁殖の方が２～３日長かった．巣番号21のみは前の繁殖の方が７日長く，全繁殖

の中で最長育雛日数52日を記録した．これらのことから，最後の１例を除いて，１巣ごと

(48）

４７

４２

47

39-40

１
１
訂
４

く

40.0±2.9

。Datesofhatchingare;Mayl-Junel5（１）,Julyl6-Augustl5（II),andSeptember
l6-Octoberl5（Ⅲ)．

bFiguresinparenthesisindicatethatthedatesofhatchingwerenotdeterminedby
theeggshellfallbutwereestimatedfromfecalcounts、
cForobservationshownasrangesinthetable,medianswereusedtoobtainmeans
andstandarddeviationvalues；egthevalue49-51dayswasregardedａｓ５０ｄａｙｓ．

ｍｅａｎｃ

±s､．． 47.3±2.043.8±4.5
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についてもコロニー全体についても，育雛開始が遅くなるに従って育雛日数が長くなる傾

向があったと言える．

育雛日数の増大の一因として餌の供給量の減少が考えられるが，それは次に示す糞の減

少によって示唆されている．糞の数の季節的変動を評価するために，Ｉ～111期の各育雛期

について，次の比率を計算した．

Ｚ(24時間当たりの糞の数が25個を越した日数）

Ｚ(育雛中の巣について，２４時間当たりの糞を計数できた全日数)×100

和は各育雛期において育雛を行なった全巣についてとるものとする．この比率はＩ期が５５

％，１１期が23％，111期が11％であった．この結果，１腹当たりの糞の数は季節が進むほど

かなり大幅に減少することがわかった．

⑤１腹雛数

確認できたｌ腹雛数は，延べ４巣（4Ａ，４B，１０B，１１Ａ）において少なくとも３羽ず

つ，延べ５巣（２Ａ，６Ａ，１２B，１３B，１４Ａ）において少なくとも２羽ずつであった．

４）繁殖期の終了

１０月５日以後11月24日まで，育雛を開始した巣はなかった．また最後の推定巣立日は１１

月21日であった．翌年の１月１０日正午の観察では，巣内に親鳥や雛の姿，声は確認されず，

巣の下に卵，卵殻，雛は見られなかった．他の巣に比べて特別に糞の数が多い巣はなかっ

た．これらの事実から，1985年の繁殖期は11月21日の最後の巣立をもって終了したと推定

した．

５）繁殖回数

同一巣における繁殖回数は１～３回であった(表１)．繁殖した17巣における合計繁殖回

数は35回であり，１巣当たりの平均回数は2.1回であった．繁殖回数別の比率は，１回の巣

が３巣（１８％)，２回の巣が10巣（59％)，３回の巣が４巣（23％）であった．３５回の繁殖

のうち，巣立に成功したものは27回（77％）であった．育雛期の途中で雛が全部死んだと

推定されるものが７回あり，死亡時期は８月中旬以後であった．巣立したか死んだか推定

しがたいものが１回あった．３回繁殖した４巣のうち，３回とも巣立した巣は２巣のみで

あった．また３回繁殖した巣のすべてが，６月末までに１回めの巣立を行なっていた．

Ａ､α・加卯向においては，１巣あたりの年間平均繁殖回数は2.0回である．また３回繁殖

した巣は全体の約兇である（NaikandRazakl967)．同一巣における繁殖は同一の番い

によるものと仮定すれば（RazackandNaikl965)，筆者らの結果と比べて，平均繁殖回

数はほぼ同じであるが，３回繁殖した巣（番い）の比率はＡ､α､α微z応の方がやや大きい．

ただし筆者らの1986年の観察では，この比率は筆者らの結果の方が大きかった．

神奈川県では，同一巣において年間２回の繁殖（２例）が確認されている（相洋高等学

校生物部1982）が，年間３回の繁殖に成功した例は，日本では今までのところ高知市だ

けである．高知市で最後の雛が巣立った11月中旬の気温（平均最高気温16.3℃）は，イン

ドのバロダでの最後の巣立ち期間（１１月中旬，同30℃以上，NaikandRaZackl967によ

る）に比べて著しく低い．高知市以外に静岡県（日本野鳥の会静岡支部1983）および神

奈川県（相洋高等学校生物部1982）においても，１１月に育雛が確認されている．インド

とは著しく気候の異なる高知市で，インドと同じく年３回という繁殖スケジュールを維持

する傾向が認められた点は注目すべきである．
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３．調査方法の意義と限界

ヒメアマツバメの巣は巣穴が小さく，巣外からの観察だけでは，卵や僻化して間もない

雛を確認することはできない．そのため筆者らの方法では産卵日の推定は困難であり，瞬
化日についても誤差があったと思われる．しかし繁殖期間，繁殖回数については，ほぼそ
の調査目的を果たすことができた．またこうした間接的観察方法には，マーキングや巣内
点検のような直接的観察方法には無い利点もある．観察が鳥に与える影響を最小限に留め
得ることと，比較的手軽に観察できることである．
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要約

１．１９８５年２月12日～11月24日および1986年１月10日に，高知市役所本庁舎においてヒメアマヅ

バメの繁殖に関する調査を行なった．

２．巣は冬期も婚として利用された．

３．営巣地上空における昼間の群飛行が，春期に目立つ行動として見られた．

４．調査対象巣24巣のうち，ヒメアマツバメが利用した巣は20巣であった．そのうち17巣で繁殖し

た．

５．１９８５年の繁殖期は，４月中旬から11月中旬であったと推定された．

６．推定抱卵日数は19～25日以内であった．

７．種々 の観察データを総合することにより，育雛日数を推定することができた．最も有用な資料
は，巣から落下した霧化卵殻および糞の計数データであった．

８．推定育雛日数は36～51日（平均43日）であった．季節が進むにつれ，育雛日数は長くなった．

９．育雛開始期には３つの期間があった．季節が進むにつれ育雛開始のばらつきが少なくなった．
10．同一巣における最大年間繁殖回数は３回であった．
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AnnualBreedingScheduleoftheHouseSwiftAPzds功跡fsinKochiCity

MiyokoNomura1andMakiUchimura2

TheannualbreedingscheduleofacolnnyofthehouseswiftAPzfs《が砿,nestingonthe

KochiCityHall,hasbeenstudied､Thebirdswerenotindividuallymarked,andtheobserva、

tionswerefromoutsidetheneets,However,dailyrecordsofthebirds，behavior,droppings

fromthenests，andotherindications，alloweddistinctiontobemadeamongthedifferent

breedingprocesses，Ｉｎｌ９８５,theoverallbreedingperiodofthecolonybeganinApril，and

lasteduntillateNovember,Hatching（andpossiblyegg-laying）wasconcentratedinthree

majorperiods,ａｎｄoccurredinconcertatdifferentnestsespeciallyinthethirdperiod・Unlike

thelndiansubspecies，inkochi，egg-layingwasnottriggeredbyaspecifictemperature

commontoallthreeperiods､Theincubationperiodwasaboutl9-25days､Thenestlingperiod，

36-51days,tendedtobelongerinlaterseasons,Somepairssucceededinraisingthreebroods

inoneyear・TheseandotherfindingsshouldbehelpfUlinelucidatingtheconditionsthat

broughtabouttherecentcolonizationofthisspeciesinJapan，

１．５－３－１２Ｈon､machi,Kochi,Kochi780、

２．l730-lOsone,Nankoku,Kochi783．


